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（１）自殺対策に関する出前講座メニュー案※別添参照

神奈川県では、自殺者数としては中高年層が多いものの、若年層の自殺者の割合は全国

と比較して高く、学校において自殺対策に関する知識等の普及啓発を図ることが今後自殺

予防に効果が見込まれることから、教職員の方々を対象とする研修会等を開催する際に活

用していただけるよう、自殺対策に関する出前講座メニュー案を作成しました。

このメニュー案では、教職員の方々に、自殺の問題がいかに身近な問題であるかを、具

体的な事例をとおして理解していただくよう、それぞれのテーマの中で、自殺対策に関す

る基礎的な知識についての話しを必ず盛り込むことにしています。
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＊部会委員からのご意見・今後の課題について

－Ｍ淀洲G13學蒐いう造乳
.まずは、教職員、その上で生徒を対象にしていく。

講座の実施時間について

・６０分か、長くて９０分なら計画を立てられる学校もある。長期休業中で９０分〒120分
はあるが参加者は少なくなる。

・時間的にかなり厳しいが、やり方により９０分でも可能

馳雲三三二挺湘殺の問題がいかに身近な問題であるかを具体的事例を通じて教職二
の方々に知っていただくようにしないと受け入れられないのでは。

・教職員の方々の立場に立って出前の押しつけにならないように。

・実践的な内容であることが限られた時間では効果的

・講師の話の内容に統一性を持たせる必要がある。
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･周知方法等を考えていく必要がある。

･事前に現場の先生方と打ち合わせをしてから実施するのがよい。

･先生方は自殺問題に関心がない訳ではない。ただ、問題のある生徒を自殺に結びつけ

ることには慎重で抵抗があるため、アプローチの方法を考える必要がある。

今後の方向性について

･最終的に何を目指すのか。先生方にどう受け取って欲しいか。メッセージとして周知

の段階から伝わらないと受け入れてもらえない。

･講座を聴いた先生が聴いた問題をどう利用し、発展させていけばよいのかがわからな

いとただ聴くだけになってしまう。

悪凹｢今日?)１６．)塑圷ﾜＷｍＰ)鮪蜘て同時１，、
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対象者：教職員

ｺﾝｾﾌﾟﾄ:』騨騨嘉鶏：戦〈鱈雌加州）
３明日からできる即効性のある内容にする

講座のﾒﾆｭｰの提示方法：鵜鯨蠕i鰯i繕M)手譽舂ようにする｡(１$鬮卿k）
実施時間：講座は60分～120分を基本とした単位とする。
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伯殺対策に関する基礎知識(共通)'伽i臓篭Ｍ))。
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２各論テーマ(選択制）
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テーマ 目的 内容 講師

自殺対策
基礎編

自殺対策
基礎編

Ｉ

Ⅱ

自殺の現状

自殺対策のために
個人ができること

何故､今､自殺対策が必
要なのかを身近な感覚か
ら理解する

具体的に何が求められて
いるかを理解し､行動へ
の動機付けとなる

自殺が増えた年の社会的事件
身近な疑問に対し実態を伝える

自分の心のケア､周りの人の心
の状態に気づく､相談先を知り
つなげる､見守る

下記2の講師が併せ
て行う

テーマ 目的 内容 講師（ 団体名）

専門
知職編

専門
知織編

専門
知職編

専門
知識編

①
｜
②
｜
③
｜
④

心の病の理解

思春期の心（１）

思春期の心(Ⅱ）

傷ついた心のケア
について

自殺のリスクの高い心の
病について知職を身につ
Iﾅる

一般的な思春期の心の
発達について理解する

思春期に多い問題行動に
ついて理解する

身近で自殺を経験するな
どにより心に傷を負った
人のケアについて学ぶ

‐、

主にうつ病､統合失調症､発達
障害について

思春期の発達課題､対応

摂食障害､リストｶｯﾄ等につい
て

急性ストレス障害､外傷後ストレ
ス障害等について

･横浜市立大学
･神奈川県精神科
病院協会
･神奈川県精神神経
科診療所協会

専門
知識編

⑤
司法で解決できる
こと

背景にある家庭の問題へ
の理解を深める

司法書士､弁護士の仕事の紹介
多重債務､借金問題等の解決方
法

･横浜弁護士会
･神奈川県司法書士会

相談技術
初級

⑥ 聴くということ 相談の心構えを知る 講義とグループワーク 横浜いのちの電話

相談技術
上級

⑦ 自殺予防相談
死にたいという気持ちに
どう気付き､どう声を掛け
るかなど対応を学ぶ

講義とグループワーク ･横浜市立大学
･横浜いのちの鬮箙
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（２）啓発用リーフレットについて

現在のリーフレット（「あなたに知ってほしい」）についての修正点や改善点等、対象

を絞ったリーフレットの作成について検討しました。
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＊部会委員からのご意見・今後の課題について

・現在のリーフレットについては、概ねよい反応

地域包括支援センターの問い合わせ先を載せた方がよい。

・対象を絞ったリーフレットについては、「何を伝えるか」が重要

例えば高齢者向けであれば、高齢者ならではの課題を踏まえた情報を伝えるなど。

．必要に応じて専門家等の意見を聞いて反映させるとよい。

・海外（英国）の若者向けパンフレットはＣＤジャケット大でイラストも多く入っている。

若者向けにはセンスの良いものでないと見てもらえない。

｡よいものであれば、作成してよいのでは。

＜平成２１年度各機関・団体における主なリーフレットの活用状況＞

配布枚数

癖旨し。

機関･団体名 配布枚数 配布場所 その他感想要望等

神奈Ⅱ1産業保健

推進センター
300枚

センター内

*研修など、センターに来

所された方に渡す。

横浜弁護士会

法律相談センターの

受付窓ロ（本部及び支

所)に設置

神奈川県司法

書士会
900枚

神奈川県司法書士会主

催の各種相談会会場等

相談会において､啓発用リーフ

レットに関するアンケートを実

施､概ね好評であった。

横浜いのちの

電話
未定 検討中

21年度は電話相談室及び関係

者に配布､22年度は配布先を広

げたいと思う。

神奈川県教育

委員会

①164枚

②164枚

③２０枚

①②総合教育センター

③自治総合研究センター

*配付対象は講演会参ｶﾛ者

神奈jⅡ県経営者

協会
協会会員

神奈川県

横浜市

川崎市

各種会議、シンポジウ

ム､講演会等で配布


